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う 1995年1月1日 全 仏

開会式に臨み、大会議場へ入場する日本代表団
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田村倉邨田邨国東

貞正宗正有英了盛

圓剛徳寛顔師昌熈

川杉新川海北佐
　　　　老　々
田谷居井原條木

聖義祐匡容成層

定乱政俊光之一

常
務
理
事

理
事
長

会副

会

長長

伊江岩吉高中

藤連載田井村

治俊宗俊隆康

雄則秀誉田隆

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

噺
9
奪
◆
奪
◆
も
◆
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6
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◆
も
◇
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告
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；
1
◆
…
6
4
◆
も
◆
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1995年1月1日
仏全

ラ・＝．ヤンサムヴァ

噸
プ
　
　
●開会式に参列したチュアン・リーフパイ首

相とサンヤ・ダルマサクティWFB会長
後列には伊藤全仏理事長

壇上のソムデット
ラ法王狙下

　
第
十
九
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
バ
ン
コ
ク
大

会
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
二
ケ
日
り
二
十
入
日
ま
で

開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
七
十
官
名
の
公
式
代
表

団
が
参
加
し
て
、
開
会
式
と
会
議
に
出
席
し
、
世
界

の
仏
教
徒
と
の
交
流
を
深
め
た
。

　
　
　
　
◆
　
　
　
◇
　
　
　
◆

　
今
次
大
会
は
「
仏
教
徒
の
取
る
べ
き
道
・
調
和
と

平
和
へ
の
道
」
と
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
世
界
二
十
五

国
よ
り
六
百
余
名
が
参
加
し
た
。
全
日
本
仏
教
会
か

ち
は
、
伊
藤
治
雄
理
事
長
（
W
F
B
副
会
長
）
、
松

濤
弘
道
国
際
委
員
会
委
員
長
（
W
F
B
財
政
委
員

長
）
、
白
幡
憲
佑
事
務
総
長
ら
が
、
全
体
会
議
及
び

各
専
門
委
員
会
に
出
席
し
、
各
国
の
仏
教
界
首
脳
と

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
公
式
会
議
は
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
ク
イ
ー
ン
ズ
・

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
が
、
討
議
終
了
後
も
連

日
の
よ
う
に
W
F
B
会
長
、
タ
イ
国
首
相
、
タ
イ
仏

教
会
と
華
僑
仏
教
会
、
タ
イ
仏
教
青
年
会
、
タ
イ
国

文
部
大
臣
主
催
の
晩
餐
会
が
そ
れ
ぞ
れ
催
さ
れ
、
こ

こ
で
も
情
報
の
交
換
や
意
見
の
調
整
な
ど
が
行
わ

れ
、
極
め
て
有
意
義
な
大
会
と
な
っ
た
。

感
動
の
開
会
式

　
ま
た
二
十
三
日
に
バ
ン
コ
ク
郊
外
ナ
コ
ン
パ
ト
ム

県
の
ブ
ッ
ダ
マ
ン
ダ
ラ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
タ
イ
仏

教
界
の
ソ
ム
デ
ッ
ト
・
プ
ラ
・
ニ
ャ
ン
サ
ム
ヴ
ァ
ラ

法
王
穿
下
や
チ
ュ
ア
ン
・
リ
ー
フ
パ
イ
首
相
、
サ
ン

一P祠」ψφφ「●L”“ゆψφ　「ひψ・●Lψ「ひψ・ひφ◆一φψ◆φ一ψ・ひψつ・ψ・ひψ・鱒・ρφ・ひψ・●・ψ一ψ・ひψφψ・●・ひ●ゆゆ・φ．ひψ一ψ→ゆ．9ψゆψゆψ、●．φ
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仏全1995年1月1日
、
■
『
「
「
’
納
　
∵

上
・
各
国
代
表
団
と
共
に
記
念
撮
影

右
・
ブ
ッ
ダ
マ
ン
ダ
ラ
本
堂

左
・
開
会
式
が
行
わ
れ
た
大
会
議
場

ヤ
・
ダ
ル
マ
サ
ク
テ
ィ
W
F
B
会
長
（
元
首
相
）
ち

を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
開
会
式
に
は
、
日
本
か
ら
の

代
表
団
七
十
余
名
も
参
加
し
て
、
盛
大
か
つ
厳
粛
に

挙
行
さ
れ
た
。

　
開
会
式
会
場
の
ブ
ッ
ダ
マ
ン
ダ
ラ
ホ
ー
ル
は
、
バ

ン
コ
ク
の
西
郊
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
お

．
よ
そ
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
、
す
な
わ
ち
百
二
十
万

坪
強
の
広
大
な
敷
地
を
有
す
る
公
園
内
に
あ
る
。
こ

の
公
園
と
ホ
ー
ル
な
ど
の
施
設
は
、
仏
暦
二
千
五
百

年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
高
さ

十
六
メ
ー
ト
ル
の
歩
行
姿
の
釈
迦
立
像
を
中
心
に
、

本
堂
、
儀
式
堂
、
瞑
想
堂
、
仏
教
美
術
館
、
仏
教
図

書
館
な
ど
が
点
在
す
る
。
ま
た
多
く
の
木
々
が
植
裁

さ
れ
、
広
い
池
に
は
魚
が
悠
々
と
泳
ぎ
、
祇
園
精
舎

を
模
し
た
竹
林
も
あ
る
。
休
日
や
タ
イ
旧
暦
の
正
月

な
ど
の
伝
統
的
行
事
の
際
に
は
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
の

家
族
連
れ
や
多
く
の
人
々
で
賑
わ
う
そ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
開
会
式
は
午
後
三
時
か
ち
W
F
B
首
脳
、

駐
タ
イ
各
国
大
使
の
入
場
に
続
い
て
、
オ
：
ス
ト
ラ

リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、

ブ
ー
タ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
英
国
、
香
港
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日

本
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ネ
パ
ー

ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ス
エ
ー
デ

ン
、
台
湾
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

シ
ア
の
各
国
仏
教
会
代
表
団
が
プ
ラ
カ
ー
ド
に
先
導

さ
れ
て
入
場
し
、
約
一
千
名
収
容
の
ホ
ー
ル
を
満
場

＝
へ

㍉
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ミ
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・
サ
　
■
、
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幽
一
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・
脚
Σ

一4一

軍∫礪一畷」鱒一一好目劉　フ　　聖戸・㌦・　　　『「裂「誤．肖。　甲　　　　　　　　一　‘　甲　　　　　　」　　一ρ　　一～　　即騰灘



、，鋪＝、

寵

さ

1995年1月1日
仏全

の
人
で
埋
め
て
始
ま
っ
た
。
タ
イ
国
内
で
の
W
F
B

大
会
へ
の
関
心
は
た
い
へ
ん
高
く
、
十
一
月
に
入
る

と
す
ぐ
に
テ
レ
ビ
等
で
、
準
備
の
様
子
が
報
道
さ
れ

右
．
全
体
会
議
議
長
席
の
伊
藤
理
事
長
　
　
　
　
　
晩
餐
会
に
て
チ
ュ
ア
ン
首
相
に
記
念
品
を
贈
呈

左
．
財
政
委
員
会
の
報
告
を
す
る
松
濤
委
員
長
　
　
す
る
伊
藤
理
事
長

，．

蛛
v
㌦
　
　
　
　
、
・

ρ
で
　
冒
価
判
’
　
　
　
　
腎
＋

「
手
　
・

霊
　
　
　
ヨ

て
お
り
、
当
日
も
新
聞
数
社
と
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
詰

め
か
け
て
取
材
に
当
た
っ
て
い
た
。

　
代
表
団
の
入
場
と
と
も
に
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
大

会
旗
、
法
輪
旗
、
州
旗
が
入
場
し
、
参
加
者
全
員
が

五
分
間
の
瞑
想
、
チ
ュ
ア
ン
首
相
と
サ
ン
ヤ
・
ダ
ル

マ
サ
ク
テ
ィ
W
F
B
会
長
の
入
場
と
続
き
、
タ
イ
仏

教
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
ソ
ム
デ
ッ
ト
・
プ
ラ
・
ニ
ャ
ン

サ
ム
ヴ
ァ
ラ
法
王
睨
下
が
壇
上
に
上
が
る
と
、
皆
合

掌
し
て
迎
え
、
場
内
は
静
寂
に
つ
つ
ま
れ
た
。
ま
ず

タ
イ
の
青
年
僧
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
が
あ
っ

て
、
硯
下
の
導
師
に
よ
る
パ
ー
リ
ー
語
「
三
帰
触

文
」
を
唱
和
し
、
首
相
の
祝
辞
、
会
長
の
挨
拶
と
続

い
た
。
最
後
に
ブ
ッ
ダ
マ
ン
ダ
ラ
を
紹
介
す
る
映
画

が
上
映
さ
れ
、
午
後
五
時
に
感
動
に
つ
つ
ま
れ
て
式

典
は
終
了
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
期
間
中
の
十
一
月
二
十
四
日
、
白
幡

憲
佑
事
務
総
長
は
、
恩
田
宗
駐
タ
イ
日
本
大
使
と
石

橋
太
郎
公
使
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
時
季
、
タ
イ
国
は
乾
季
に
入
っ
て
お

り
、
大
会
期
間
中
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
開
会
式
後
に

企
画
さ
れ
た
諸
寺
院
巡
拝
も
実
り
多
い
も
の
と
な
っ

た
。
バ
ン
コ
ク
の
有
名
寺
院
や
古
都
ア
ユ
タ
ヤ
の
仏

教
遺
跡
を
参
拝
し
、
あ
る
い
は
北
の
都
チ
ェ
ン
マ
イ

を
訪
ね
た
り
、
名
産
品
の
生
産
工
程
な
ど
を
見
学

し
、
郷
土
料
理
の
も
て
な
し
や
伝
統
文
化
に
ふ
れ
る

意
義
深
い
旅
行
で
あ
っ
た
。

一5一
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一
．

－
亭
　
㌢
　
f

ξ
噌
　
　
　
’
　
　
へ
　
ψ

’
耳
r
，
　
　
　
　
羅
　
　
’

鳳
’
　
、
」
　
蓬
・
　
、
’
▼
　
　
　
　
気
；

　
　
　
　
　
W
F
B
バ
ン
コ
ク
大
会
に
前
後
し
て
、
十
一
月
十
七
日
か
ち
二
十
一
日
ま

　
　
　
　
　
で
、
伊
藤
治
雄
理
事
長
を
団
長
と
す
る
全
仏
代
表
団
十
名
が
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

　
　
　
　
園
と
周
辺
の
遺
跡
を
訪
問
し
、
マ
ヤ
堂
の
発
掘
調
査
の
現
況
を
視
察
し
た
。

　
　
　
　
現
地
で
は
、
マ
ヤ
堂
を
圧
迫
し
て
い
た
菩
堤
樹
も
伐
採
撤
去
さ
れ
、
明
年
三

　
　
　
　
月
の
調
査
完
了
に
向
け
、
着
々
と
発
掘
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

．
レ
ザ
　
、
・
　
4
　
難
藤

仏全1995年1月1日
，
［
　
　
り

，

全盤視察団の一行　アショカ王柱脇にて

鷲
、
轟
蟹
騙
嚇

鴫
　
　
「
　
　
　
　
字
　
、
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
、
　
レ
き
、
㍉
　
セ
　
羊

菩堤樹を切除後の遺跡外構

り

スタッフによって翻然に進められる発掘作業
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全 仏
1995年1月1日

▲
マ
ヤ
堂
発
掘
現
場
の
全
景

く
菩
堤
樹
を
切
除
後
の
遺
跡
内
部

弊

濁

鰍

伊．　
ぶ
　
　
　
　
オ
　
　
ね

　
　
　
　
騒
」

．
議
藤
織

　
麟
敏
　
婚

　
　
濯
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懲
懲
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鰺

・
欝
欝
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鯉

騒
鍵
盤
’
　
　
㍉
ヤ

　
　
畑
ノ

劉
　
管

奔
　
藤
西

が
　

ム

．
翰

現地スタッフとの懇親会 考古学者の上坂氏（中央）の脱明を受ける
視察団
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仏全1995年1月1日

灘
．
一
　
一

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
管
　
　
長
吉
　
田
　
俊
轡

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
管
　
　
長
松
山
寛
恵
宗
務
総
長
小
倉
宗
徳

曹
洞
宗
宗
務
庁
管
　
　
長
梅
田
信
隆
宗
務
総
長
伊
　
東
　
盛
　
熈

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
　
　
長
松
村
　
了
　
昌

鑛
＾
錨
・

宗
務
総
長
川
　
田
　
聖
　
定
教
務
部
長
小
野
塚
　
幾
　
澄

総
務
部
長
羽
　
賀
　
文
　
三
教
学
部
長
大
　
野
　
鋏
　
宗
財
務
部
長
本
多
道
　
一
糀
細
飴
宮
田
正
勝
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篁
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嶺
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右
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事
野
　
沢
　
隆
幸
常
　
　
務
筒
井
豊
州
常
　
　
務
野
沢
高
峯
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
一
四
入
〒
脚
　
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇
F
A
X
　
O
四
四
（
二
七
七
）
入
一
六
三

曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
貫
　
首
梅
皿
信
隆
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
一
一
－
一
〒
脚
　
〇
四
五
（
五
入
一
）
六
〇
一
二

躯
糠
燃
騎
法
　
　
主
岩
　
間
　
日
　
勇
総
　
　
務
藤
井
教
雄
　
　
　
　
外
山
務
員
一
同
山
梨
県
身
延
町
身
延
三
五
六
七
〒
姻
一
2
5
0
五
五
六
六
（
二
）
一
〇
＝
㈹

　
　
　
　
　
西
新
井
大
師
　
　
　
　
総
　
　
　
持
　
　
　
寺
謹
東
京
都
足
立
区
西
新
井
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一
五
－
一
　
　
　
　
〒
鵬
　
〇
三
（
三
入
九
〇
）
二
三
四
五

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
貫
　
　
首
宮
崎
変
保
福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町
志
比
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
－
十
五
〒
㎜
1
1
2
　
0
七
七
六
（
六
三
）
＝
＝
〇
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
〇
三

浄
土
宗
総
本
山
知
　
恩
　
院
門
　
　
跡
中
村
康
隆
執
事
長
寺
本
哲
榮
　
　
　
　
　
内
　
局
　
一
　
同
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
〒
鰯
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
二
一
一
一
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1995年1月1日
仏全

一
諜
ぴ

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
名
誉
会
長
　
一
　
條
　
智
　
光
会
　
　
長
山
本
　
　
杉
理
事
長
友
廣
　
　
　
和
専
務
理
事
島
　
田
　
喜
久
子
事
務
局
長
林
　
　
　
恵
智
子
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ノ
ー
ノ
一
　
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
7
F
〒
珊
　
〇
三
（
三
九
一
〇
）
　
＝
一
入
九
分
室
東
講
堰
禰
矩
琵
　
　
〇
三
（
＝
　
ヨ
酬
幾
鱗
納
畔

曹
洞
宗
東
京
都
宗
務
所
所
　
　
長
入
　
坂
　
昭
道
東
京
都
港
区
愛
宕
二
一
六
一
一
〒
鵬
　
　
〇
三
（
五
四
〇
一
）
三
〇
竿
入
F
A
X
　
O
三
（
五
四
〇
一
）
三
〇
二
九

日
蓮
宗
大
本
山
　
池
上
本
門
寺
貫
　
　
首
田
　
中
　
日
　
淳
羅
吉
生
羅
ゴ
　
垂
㈹

　
孟
噺
鎌

真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺
化
　
　
主
吉
　
田
　
俊
轡
事
務
長
三
津
田
　
辮
　
秀
総
務
執
事
渡
　
邊
　
隆
　
榮
教
務
執
事
伊
　
東
　
聖
　
純
法
務
執
事
高
　
梨
　
堅
　
堂
財
務
執
事
田
　
嶋
　
信
　
雄
弾
尽
出
張
恥
三
　
方
　
秀
　
峰
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
七
三
一
一
一
〒
鵬
－
0
1
0
七
四
四
四
（
七
）
七
〇
〇
一
F
A
X
　
O
七
四
四
四
（
七
）
七
七
一
一

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
萩
原
貞
興
執
事
長
門
　
里
　
昌
　
念
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
番
地
〒
謝
－
1
4
0
二
入
入
（
五
四
）
〇
五
一
一
二

大
本
山
　
高
尾
山
薬
王
院
山
　
　
主
大
　
山
隆
玄
蘇
讃
旺
嘉
飛
苅
三
‡
五

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
中
村
　
康
　
隆
理
事
長
川
井
匡
俊
脚
本
鞭
竺
蜘
春
　
見
　
文
　
勝
　
　
　
　
　
役
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
　
　
　
五
一
二
四
－
五
三
　
祐
天
寺
内
〒
塒
　
〇
三
（
三
七
一
一
）
七
六
〇
八

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
貫
　
　
首
照
　
　
　
　
碩
千
葉
県
成
田
市
成
田
一
〒
郷
　
〇
四
七
六
（
二
二
）
二
＝
一

大
雄
山
最
乗
寺
山
　
　
主
余
語
翠
巌
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
＝
五
七
〒
脚
－
0
1
0
四
六
五
（
七
四
）
一
一
二
二
一

本
願
寺
築
地
別
院
輪
　
　
番
柱
松
青
轡
藤
都
遷
一
点
叫
遥
＝

財
団
法
人
日
本
佛
教
鐙
仰
会
理
事
長
中
山
静
麿
藤
議
叢
譲
畑
斗
罫
㌃
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仏全

　
昨
年
十
二
月
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
京
都
・
都
ホ

テ
ル
で
、
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
全

員
に
よ
る
三
帰
隠
文
唱
和
の
後
、
議
長
に
伊
藤
理
事

長
、
議
事
録
署
名
人
に
小
倉
宗
徳
、
上
村
正
剛
の
両

師
を
選
ん
で
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
「
平
成
七
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
大

綱
に
つ
い
て
」

　
伊
藤
理
事
長
よ
り
上
程
、
菅
野
総
務
部
長
及
び
鷲

尾
財
務
部
長
が
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
出
席
者
か

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
事
業
計
画
案
、
予
算
案
を

作
成
し
、
次
の
評
議
貝
会
・
理
事
会
へ
上
程
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

報
告
事
項

　
そ
れ
ぞ
れ
、

大
阪
府
仏
教
徒
大
会

　
第
二
十
九
回
大
阪
府
仏
教
徒
大
会
が
、
　
「
地
獄
の

沙
汰
も
カ
ネ
次
第
か
P
l
近
未
来
の
政
治
・
宗
教
を

検
証
す
る
一
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
十
一
月
二
十
四

①
仏
教
国
会
議
員
懇
話
会
（
仮
称
）
設
立
に
つ

　
い
て

②
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
現
況
に

　
つ
い
て

③
第
十
九
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
バ
ン
コ

　
ク
大
会
に
つ
い
て

④
事
務
総
局
各
部
報
告

　
　
　
　
各
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

日
午
後
三
時
半
か
ら
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

　
式
典
に
引
き
続
い
て
、
午
後
四
時
か
ち
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
司
会
・
増
田
貞
圓
辻
畑
副
会
長
）
が
行
わ

れ
、
評
論
家
・
内
藤
國
夫
、
大
谷
女
子
短
大
教
授
・

川
崎
泰
資
の
塗
師
が
、
政
教
分
離
に
関
す
る
問
題
、

特
に
小
選
挙
区
制
度
に
於
い
て
、
一
宗
教
団
体
で
あ

る
創
価
学
会
の
政
治
的
発
言
力
が
強
ま
る
こ
と
へ

の
、
危
惧
を
論
じ
た
。
ち
ょ
う
ど
時
機
に
適
つ
た
テ

ー
マ
だ
っ
た
た
め
、
約
五
百
人
の
参
加
者
は
、
最
後

ま
で
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

　
午
後
六
時
半
か
ら
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ

れ
、
参
加
者
の
和
や
か
な
懇
談
が
続
い
た
。

剃
9
も
◆
奪
6
爆
◇
も
◆
毒
◆
奪
◆
も
◆
．
塾
◆
毒
◆
毒
◆
肇
◆
奪
◆
毒
◆
6
6
も
◆
爆
◆
≠
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1995年1月1日

美
璽
9
務
｛
局
四
幅
鮒
至
ミ

1
＋
二
月
1

　
　
二
日

五
一
六
日

　
　
七
日

　
　
九
日

＋
二
日

±
一
百

十
四
日

同
和
委
員
会

同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会

局
内
会
議

常
務
理
事
会

全
判
大
会
準
備
委
員
会

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
参
列

日
宗
連
理
事
会
出
席

一
九
九
五
年
一
月
一
日
発
行

　
　
　
一
月
号
　
第
四
〇
五
号

　
　
　
　
　
　
，
」
」

十十十十十
六ニー一七五
日日日日日

法
律
相
談
室

部
落
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

局
内
会
議

ネ
パ
ー
ル
国
王
誕
生
祝
出
席

谷
耕
月
（
岐
阜
県
仏
教
会
名
誉
会
長
）

十
一
月
二
十
一
旧
、
六
十
三
歳
で
遷
化

元
臨
済
宗
妙
心
寺
派
正
眼
寺
専
門
道
場
師
家

発
行
人
　
白
　
幡
　
憲
　
佑
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

　
　
　
　

日
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ず
奄
◆
ら
◆
奪
◆
肇
◆
奪
◆
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◆
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毒
◆
爆
◆
も
◆
奄
◆
奪
◆
爆
◆
毒
◆
噂
◆
曝
6
ψ

本
　
仏
　
教
　
会

〒
　
〇
五

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

　
　
一
　
　
一
　
　
一
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